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  校章：月居和子先生                 題字：村尾晞峰先生      2023 年 4 月 12 日発行 

 

  『第 44 回作品展』が開催されました 

昨年末より、新型コロナウイルス「オミクロン」の感染が再び勢いを増し、作品展開催の頃にピークを迎える

のではないかと心配しましたが、取り越し苦労で済み、感染対策を万全にした上で、2 月 17 日(金)～20 日(月)

の 4日間パンジョホールにて無事開催する事ができました。 

出展した本科講座は 10講座（書道漢字 1・2、書道かな、墨彩画、絵画 1・2、絵画研究、俳句、陶芸、木彫工

芸）で、141 名の学生が 259 点の作品を出展し盛況でした。講師とサポーター合わせて 6 名の方々からも出展を

頂きいっそう中身の濃い作品展となりました。 

会場を巡回していると、来場者から作品のグレードの高さに多くの賞賛の声を頂きました。特に今年 100歳を 

迎えられる書道漢字 2 部の山根喜代子さんの[調和体」の作品は、特に多くの来場者の方の注目を浴びていまし

た。また、陶芸部も今回初めて各々の作品に食材を盛りつけた提案型の展示により、一層作品の良さを引き立て

ていました。来場者からも面白い展示の仕方とお褒めの言葉を頂きました。 

コロナ禍、各位の協力を頂き作品展を無事終了する事ができました。また、年々展示・撤収のスピードが上り 

スムースな展示会運営に協力頂き感謝しています。 

来場者は、758名でした。(理事 中原恭太記) 

 

        

        

        

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(山根喜代子さんの作品) 

(展示会場全体風景) 

＊書体： 調和体 

＊作者： 与謝野晶子 

＊作品： 鎌倉や御仏なれど釈迦牟尼は 

美男におわす夏木立かな 

＊内容： あぁ鎌倉だなあ～。仏さま 

だけれども大仏さまは美男でいらっ 

しゃる。夏の木立の中で。 
(作品の実用例を写真で紹介) (俳句部の展示コーナー) 

ＮＰＯ法人いづみ健老大学 

理事長 富岡 光夫 

堺市南区茶山台 1-2-1 

泉ヶ丘センタービル 4 階 

☎072-299-1454 

izumikenrou@syd.odn.ne.jp 

http://izumikenrou.com 
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懇親忘年会を開催しました 

 12月 5日(月)にコロナで中止していた 

学生代表主催の懇親忘年会を 3年振りに 

ビッグ・アイで開催しました。 

班長・副班長・講師・理事の 38名が 

出席しました。冒頭に太極拳部の皆様か 

ら泉北音頭の踊りで元気をもらいました。 

引き続き、福本学生代表の司会で懇親忘年会を開始しました。富岡理事 

長や福島講師会会長から挨拶を頂き、班長・副班長より各部の自慢や 

エピソードをユーモア交えて紹介していただきました。さらに各部とも 

学生数の減少に悩んでおり学生紹介のお話が続きました。 

「ひまわり会」クリスマスコンサートが開催されました 

令和 4年 12月 3日、今まだコロナ禍でありますが感染者も多少収まっ 

ている中で 9回目のコンサートを開催する事となりました。直前になっ 

て司会をお願いしていた方がコロナに感染し、又ソプラノ歌手も前日の 

夜になってコロナの濃厚接触者と解り出られなくなりました。そんな中、 

ピアノ伴奏をお願いしておりましたピアノ奏者の方に急遽ピアノ曲を弾 

いて頂くことになりました。いよいよ当日 14:00からコンサート開始です。最初に澤田会長の挨拶に続き、男声

カルテット「リンクス」さんの正統派の流れを汲む 4人の素晴らしいハーモニーで皆さんに馴染み深い日本の歌

や外国の曲を情緒あふれる歌声で披露され会場がほっこりした雰囲気になりました。続いてピアノ独奏、初めて

来て頂いた坂本美紀さんのお話を交えてのクリスマスに因んだ名曲をたっぷり演奏して下さいました。そしてお

なじみの(くれいじーどっぐす)の元気あふれるバンド演奏とボーカル、会場もリズムに合わせてウキウキ気分、

休憩のあとはお待ちかねビンゴゲームに豪華賞品 30 本を目指し一喜一憂の盛り上がりを見せ、最後は「リンク

ス」さん指導のもと、全員で合唱をして幕を閉じ皆さんおみやげを手にお開きとなりました。色々ハプニングも

ありながらも無事に終了し、皆さんにも喜んで頂けたのではないでしょうか。(山本治子記) 

「ひまわり会」秋の日帰りバスツアーを実施しました 

令和 4年 11月 8日、“比叡山延暦寺～佐川美術館”を巡る日帰りバスツアー 

を実施しました。総勢 56名、久々に大勢の参加者がバス 2台に分乗し、先ず 

は比叡山へ。目指した延暦寺根本中堂は現在修理中でしたが、内陣は工事中とは 

思えない程に静寂で厳かな雰囲気です。採光は無く、ほの暗い中にただ法灯のみ 

が淡く灯っているだけです。勿論、1200年の不滅の法灯も。延暦寺の矜持を思 

い知るようで大変印象的でした。昼食は雄琴温泉です。全国旅行支援の恩恵を活 

かし近江牛のせいろ蒸し会席と伝う豪華版です。56名が一同に集う会場はとても賑やかで、また食事も大変美味

しく、皆さん大満足のご様子でした。食事の後は佐川美術館です。“水庭に浮かぶ美術館”と称される様に、その

佇まいは定評があります。シルクロードを旅した日本画の平山郁夫、彫刻の佐藤忠良らの常設展に加えて、特別

展では水木しげるの妖怪百鬼夜行が開催されている幸運にも恵まれて、食後のひと時をゆっくりと楽しく過ごし

ました。最後はお土産の買い物をして帰路につきましたが、“こころは感動でいっぱい、からだもお腹がいっぱ

い”のお天気に恵まれた晩秋の日帰り旅となりました。(石田栄次記) 

(太極拳部の泉北音頭) 
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紹介者は木彫工芸部 西條照子さん 
 
木彫工芸部の小川幸子さんを紹介 
します。小川さんは大先輩ですが 
実年齢は私のほうがちょっぴり上 
です。木彫工芸部ではそれぞれが 
自分の作品に取り組みながら和や 
かな楽しい時間を過ごしています。 
小川さんと私は席が近いこともあ 
り授業中もちょっとした話題や作 
品のことなどでおしゃべりがもり 
上がったりするので授業態度は叱られそうですが・・ 
小川さんは創作意欲がとても旺盛です。書店にもよく
足を運び写真集やデザイン集などを参考にしてひら
めきやアイデアを得ては独自の作品作りに生かすな
どとても研究熱心です。作品の仕上げに使うニスや彩
色の材料などももっと映えるものはないかと常に新
しい素材を見つけて試行錯誤を繰り返し、新しいこと
に挑戦して作品の幅を広げていく姿勢が素晴らしい
です。また完成した貴重な作品も気軽に後輩に貸出し
作品作りのアドバイスもしてくれます。そしていつも
次の作品のことを考えている素敵な先輩です。 

紹介者は木彫工芸部 小川幸子さん 
 
私と同じ木彫工芸部の大田新次 
さんを紹介します。大田さんは 
3年程後輩ですが、技術的には 
上級者でどの作品も素晴らしい 
完成度で刺激を受けています。 
入部後は短期間で才能を発揮 
され緻密かつ精巧で独創的な 
作品を製作されています。 
私との共通点は入部の動機です。 
退職後新たに取り込める趣味 
をさがして木彫に出会った点です。事前見学の際、
木村先生に道具の準備等でお世話になったという
話を伺い、私も先生をなつかしく思い出いだしまし
た。今までで一番苦労した作品はマスクメロンの丸
彫とのことで、マスクメロンのリアルな網目が印象
に残っています。今すぐに取り組む予定はないよう
ですが、仏像に関心をもっておられるので、いつか
作品がみられればと期待しています。私も動物の丸
彫りやヨーロッパの街のレリーフにチャレンジし
ています。今年も作品展で素敵な木彫作品を見せて
ください。 

紹介者は書道漢字 1部 西村進さん 
 
同じ書道漢字 1部の藤木泉さんを紹 
介します。小学校から始められた書 
道を一時的なブランクを経て、本学 
で再開されたとのことですが、その 
縦横無尽な筆使いから生まれる強く 
踊るような線は皆さんの讃嘆の的で 
す。「思ってもいないような線が書け 
たとき」「墨だけで表現できるところ」 
が書道の魅力とのことで、常に新しい表現に取り組ん
でおられる姿勢に頭がさがります。書道以外にも絵画、
コーラスにと多芸多才ぶりで今年作品展に出展された
絵画「ひまわり」は細部化された様々の色彩の紙片が画
面一杯に張り詰められた、ウクライナを思わせるひま
わり畑の力作で、その緻密さに圧倒されました。書道も
絵画もコーラスも自分が表現できるのが楽しいとのこ
と。いろんな世界でいろいろな人との交流を通してそ
のひとの生き方や魅力に触れて人生を謳歌されている
ようです。書道を学ぶ好学の同窓として末永く走り続
けていただきたいと思います。 
  湧き出ずる 泉のごとき 書の技に 
        紙面に競う 文字(もんじ)の乱舞 

紹介者は木彫工芸部 田中信之さん 
 
書道漢字 1 部の西村進さんを紹介しま 
す。書道をするきっかけは 5 年前の 
退職時に、これからは何か好きな事を 
したいと考え、候補に上がったのが 
「書道、短歌、ハーモニカ」だったと 
のこと。しかし普通ならその中で 1 つ 
を実践するぐらいですが、西村さんは 
書道は健老大学で、短歌は NHK の通信 
教育で、ハーモニカは毎日文化センターで受講しておら
れます。3 つとも現在も続けられておりびっくりしまし
た。この 3 つをこなす中で、更に書道では書道漢字 1 の
講師の村尾先生が主催する竹翠会の「書泉」にも入部さ
れ、競書作品を出品され、書道にも熱心に取り組まれて
います。人柄は誠実で真面目であり、人当たりよく面倒
見もよく、班長も 2 年してくださいました。考え方で大
切にしていることは、司馬遼太郎の「竜馬がゆく」で「男
ならたとえ溝の中でも、前向きに倒れたい」という言葉
に感動し、いつも前向きに生きるという事をモットーに
しているとのことで、素晴らしい生き方と感動しまし
た。 

紹介者は木彫工芸部 大田新次さん 
 
今回も同じ木彫工芸部の田中信之 
さんを紹介します。田中さんは 
書道部にも同時に入られて 6年 
になり、現在どちらも非常に楽し 
んでおられるとの事、素晴らしい 
ことと思います。また今はもうや 
めたとのことですが、20数年間 
著名な先生に師事して陶芸をやっ 
てこられたそうです。数年前、堺 
市展で入賞していることを彼から 
聞き、早速行ってみました。作品のことは私には良く
わかりませんが、田中さんの作品が他のものと比べて
独特な形状と色彩になっていることに感動をした事を
覚えております。田中さんの木彫教室での席も近いこ
ともあり、いつも見せてもらっていますが、ゆっくり
時間をかけて彫りを進められます。彫りも塗りも小さ
いものは極めて繊細に、大きなものは大胆に仕上がっ
ており、田中さんの多才ぶりが発揮されております。
今後も楽しみながら独特な作品を作られることを期待
しております。 
 

(小川幸子さん) 
(大田新次さん) 

(田中信之さん) 

(西村進さん) (藤木泉さん) 
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永年在籍者と米寿・喜寿の皆様に感謝状と賞状をお送りしました 

令和 5 年 1 月～12 月に 88 歳を迎えられる 5 名の皆様に米寿、77 歳を迎えられる 10 名の皆様に喜寿のお祝 

いとして、1 月に賞状と記念品をお送りしました。また、4月に 20年以上の永年在籍者の方に感謝状と記念品を

お贈りしました。(永年在籍者の方、敬称略) 

千本 忠義(俳句部、27年)、山根 喜代子(書道漢字 2部、26年)、井元 卓男(書道漢字 2部、23年)、 

藤井 登美子(墨彩画部、20年)、堀内 達巧(絵画研究部、20年)、 

千本忠義さん・片桐悦子さんとひまわり会から寄付を頂きました 

ひまわり会より今年も 6月に 3万円、10月に華道“みささぎ流”の片桐悦子さんよりボランティア活動の支援

として 1万円、11月に俳句部の千本忠義さんより俳句集の出版の記念として 10万円の寄付をいただきました。 

クラブ紹介 

≪健朗歩こう会≫ 

写真は、2023 年 2 月 28 日健朗歩こう会(大阪七坂歩いてみませ 

んか)で訪ねた“生國魂神社表参道”です。当日は 33 名の参加でし 

た。久しぶり 30 名をこえました。コロナ前には 40 名を超える時も 

ありましたが、ここ 3 年は、20～25 名の参加になっています。会 

員の高齢化もあって歩行距離も、ずいぶん短くなりました。認知症、 

骨粗鬆症を予防し、健康寿命を延ばすには、「太陽を浴びて歩く、コ 

ミュニケーション、感動、そして反省会」要するに、「健朗歩こう会」 

に参加すること。元気になります。ブラボー！ブラボ一！ 一人では、なかなか行かない、行けないところも行

けます。新しい友達ができます。“友と酒は新しいほど良い”“遠くの友より近くの友”一緒にお酒も飲めます。

“朋有り、近所より来る、また楽しからずや”「健朗歩こう会」の案内は、健老大学事務局前の掲示板に掲示する

他メールで案内いたします。参加したい方は、集合時間に、集合場所に来てください。予約は不要です。 

”明年此の会誰か健かなを知らんや(とほ)”  

健朗歩こう会 代表世話役 山鹿正幸(072-299-0711) 

≪グラウンドゴルフ≫ 

グランドゴルフは、専用のクラブとボールを使用して、ゴルフのようにボールを 

クラブで打ち、ホールポストにホールインするまでの打数を競うスポーツです。 

ボールが空中を飛ぶことはないので安全に、そしてルールも簡単な為、どなたでも 

手軽に楽しむことができます。会員は 40 名程で、毎月第 1・3・5 火曜日に 20～30 

名集まって、2 時間程楽しんでいます。 

・会費は前期、後期 各 2,000 円、用具は無料で借りられます。 

・実施場所は和泉市光明池球技場（光明池駅より南西に徒歩 10 分、 

無料駐車場あり） 

   和泉市室堂町 1066 番地  （光明池の堤防の北側です） 

・開催日程は大学事務局の掲示板に貼り出します。 

運動を楽しみたい方は、是非参加してください。歓迎いたします。 

参加希望は大羽まで連絡ください。(090-2380-2047) 

 


